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ま
す
。
ま
た
近
年
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
」
に
選
定
さ
れ
た
真
庭
市
に
あ
る

高
校
と
し
て
の
強
み
を
生
か
し
た
バ
イ

オ
マ
ス
学
習
や
、
将
来
県
北
地
域
の
教

育
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
た
取

組
な
ど
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
づ
く

り
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
企
図

し
た
先
進
的
な
教
育
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
地
域
の
小
学
生
を
対
象
に
し
た

学
習
支
援
や
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
開
催
な

ど
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
活
発
で
す
。

　

勝
山
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
毎
年
５
月
の

総
会
に
併
せ
て
講
演
会
を
開
催
し
全
校

生
徒
と
共
に
聴
い
た
り
、
各
地
域
の
お

祭
り
で
街
頭
補
導
を
行
っ
た
り
す
る
な

ど
、
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
の
講
演
会
の
テ
ー
マ
は
「
ス
マ
ホ
・

ネ
ッ
ト
の
正
し
い
使
い
方
」
で
し
た

が
、
家
庭
で
も
話
題
に
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
に
も
な
っ
た

と
好
評
で
し
た
。
そ
し
て
最
大
の
行
事

は
な
ん
と
い
っ
て
も
９
月
に
行
わ
れ
る

鼓
山
祭
（
学
校
祭
）
文
化
の
部
で
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
模
擬
店
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
が
中

心
に
な
っ
て
実
行
委
員
会
を
開
き
、
メ

ニ
ュ
ー
を
企
画
し
役
割
分
担
を
行
い
ま

す
。
当
日
は
生
徒
と
保
護
者
が
一
緒
に

な
っ
て
の
餅
つ
き
や
唐
揚
げ
・
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
・
か
き
氷
の
販
売
な
ど
、
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
鼓
山
祭

文
化
の
部
を
盛
り
上
げ
、
生
徒
か
ら
も

地
域
の
方
か
ら
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

年
度
末
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
を
発
行
し
、

１
年
間
の
ま
と
め
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
保
護
者
と
学
校
が
し
っ

か
り
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
生
徒
の
成
長

を
手
厚
く
支
援
し
て
い
く
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
11
月
19
日
（
火
）、
ピ
ュ

ア
リ
テ
ィ
ま
き
び
に
お
い
て
各
高
校
か

ら
１
３
７
名
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
・
教
職
員

が
参
加
し
、
県
教
育
委
員
会
と
共
催
で

研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

県
教
育
庁
小
見
山
生
涯
学
習
課
長
、

県
高
Ｐ
連
森
本
副
会
長
の
開
会
挨
拶
に

続
き
、
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課
・
人
権

教
育
課
か
ら
行
政
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
福
島
大
学
う
つ
く
し
ま
ふ
く

し
ま
未
来
支
援
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
の

天
野
和
彦
氏
が
「
人
を
紡
ぐ
・
い
の
ち

を
紡
ぐ
―
地
域
で
生
き
る
た
め
に
大
切

な
こ
と
―
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
、
東

日
本
大
震
災
の
支
援
活
動
に
携
わ
れ
た

経
験
か
ら
「
被
災
者
の
交
流
の
場
と
自

治
活
動
の
促
進
が
大
事
」「
い
の
ち
は

ひ
と
り
で
は
守
れ
な
い
、
人
と
人
が
繋

が
る
仕
組
み
が
必
要
」
と
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
参
加
者
が
少
人
数
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
各
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
の
特
色
あ
る
取
組
の
紹
介
や
活
動

す
る
上
で
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
よ
り
よ
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
な
る

よ
う
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
他
校
の
活
動
を
熱
心
に
聞
き
入
る

参
加
者
の
向
上
心
の
高
さ
に
関
心
い
た

し
ま
し
た
。

　

研
修
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
人

と
人
と
が
つ
な
が
る
こ
と
の
大
切
さ
を

「
総
高
喫

茶
」
が
開

か
れ
、
ク

オ
リ
テ
ィ

の
高
い
パ

フ
ェ
や

ケ
ー
キ

セ
ッ
ト
に

会
場
が
満

員
に
な
り

ま
す
。
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
評

議
員
の
方
々
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
と
て

も
良
く
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
広
が
り
会
員
相
互
で
情
報

交
換
も
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
全
国
的
な
働
き
方
改
革
の

潮
流
が
あ
り
、
本
校
も
そ
の
流
れ
の
中

で
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
の
精
選
、
見
直
し
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
れ
ど
、
そ

の
中
に
あ
っ
て
も
生
徒
の
健
全
な
発
達

に
寄
与
す
る
と
い
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
目

的
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
来
年
度
以
降

も
充
実
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
で
き
る
よ

う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

	‰�•�ô�s�¶�Í
　

本
校
は
令
和
３
年
度
に
創
立
１
１
０

年
を
迎
え
る
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
高

等
学
校
で
す
。
１
学
年
普
通
科
３
ク
ラ

ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
科
１
ク
ラ
ス
で
、
生
徒

は
落
ち
着
い
た
校
風
の
も
と
、勉
学
に
、

部
活
動
に
と
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

〔鼓山祭〕

〔天野和彦氏〕

〔お汁粉接待〕
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岡山県育英会東京寮

  寮　生　募　集
交　　通：�ＪＲ品川駅まで徒歩10分
寮　　費：�月額 36,700円（朝夕２食付）
応募資格：�県内居住世帯で東京周辺の大学に
　　　　　新入学予定の男子
応募期間：�３月11日まで
問 合 せ：�（公財）岡山県育英会
　　　　　　☎ （０８６）２２６ー７５９８

令和２年度の予定
岡山県高等学校ＰＴＡ連合会 総会
　６月26日（金）13時～16時　ピュアリティまきび
第62回中国・四国地区高等学校PTA連合会大会広島大会
　７月10日（金）10時～16時　広島文化交流会館（広島市）
第70回全国高等学校PTA連合会大会島根大会
　８月20日（木）13時10分～21日（金）12時40分
　松江市、安来市、雲南市、出雲市
岡山県高等学校ＰＴＡ指導者研修会
　11月17日（火）13時～16時30分　ピュアリティまきび
岡山県幼・小・中・高PTA連合会連絡協議会研修会大会
　１月20日（水）12時30分～16時　岡山シンフォニーホール

本
県
教
育
長
か
ら
は
「
家
庭
・
学
校
・

地
域
が
協
力
し
て
子
ど
も
た
ち
の
自
主

性
・
主
体
性
を
伸
ば
す
こ
と
が
強
く
求

め
ら
れ
て
お
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
は
架
け
橋

と
な
っ
て
欲
し
い
」
な
ど
の
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
中
高
生
の
活
動
発
表
が
あ

り
、
ま
ず
総
社
南
高
校
の
生
徒
が
平
成

30
年
７
月
に
起
こ
っ
た
西
日
本
豪
雨
災

害
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い

て
、
災
害
当
日
に
生
徒
か
ら
総
社
市
長

へ
「
私
た
ち
高
校
生
に
何
か
出
来
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
自
宅
で
待
機
し

て
い
る
の
は
辛
い
で
す
」
と
メ
ー
ル
が

入
り
、
市
長
か
ら
「
市
役
所
へ
手
伝
い

に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
の
返
信
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
高

校
生
同
士
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
多
く
の
高
校

生
が
立
ち
上
が
り
、
学
校
の
休
校
期
間

を
利
用
し
て
、
全
校
生
徒
の
73
％
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
、
被
災
し

た
家
の
泥
出
し
や
支
援
物
資
の
分
別
作

業
な
ど
、

生
徒
が
主

体
的
に

行
っ
た
活

動
が
紹
介

さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て

勝
央
中
学

校
の
生
徒
が
「
町
の
公
民
館
を
中
高
生

に
利
用
し
て
も
ら
い
若
者
が
思
い
を
語

れ
る
場
に
」
と
の
思
い
か
ら
誕
生
し
た

「
勝
央
町
公
民
館
カ
タ
ル
バ
講
座
」
に

つ
い
て
、
地
元
企
業
の
協
力
の
も
と
学

習
机
の
製
作
や
、
子
ど
も
た
ち
の
苦
手

食
材
の
克
服
や
食
事
マ
ナ
ー
を
伝
え
る

取
組
等
の
活
動
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
箱
根
駅
伝
で
２
年
ぶ
り
５

度
目
の
総
合
優
勝
を
果
た
し
た
青
山
学

院
大
学
教
授
で
陸
上
競
技
部
長
距
離
ブ

ロ
ッ
ク
監
督
の
原
晋
さ
ん
を
お
迎
え
し

「
逆
転
の
メ
ソ
ッ
ド
～
教
師
と
し
て
親

と
し
て
で
き
る
こ
と
～
」
と
題
し
て
、

電
力
会
社
の
営
業
マ
ン
か
ら
弱
小
大
学

陸
上
部
の
監
督
に
就
任
さ
れ
箱
根
駅
伝

で
優
勝
す
る
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
く
当
た

り
前
だ
が
「
規
則
正
し
い
生
活
」
が
大

事
、
ま
た
、
ぼ
ぉ
～
と
し
て
い
て
は
事

は
前
へ
進
ま
な
い
。
ま
ず
思
う
こ
と
、

想
像
す
る
こ
と
、「
念
ず
れ
ば
叶
う
」「
確

固
た
る
理
念
と
ビ
ジ
ョ
ン
が
有
り
覚
悟

が
備
わ
っ
て
い
れ
ば
成
果
は
つ
い
て
く

る
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
か
ら
の
質
問

に
も
丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ
き
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
県
高
Ｐ
連
の
福
岡
会
長
の
閉

会
挨
拶
で
大
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

痛
感
し
た
」「
地
域
は
違
っ
て
も
抱
え

て
い
る
問
題
は
同
じ
だ
と
思
っ
た
。
持

ち
帰
り
今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
役
立
て

た
い
」「
情
報
交
換
は
良
い
刺
激
を
受

け
る
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
１
月
22
日
（
水
）
岡
山
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
県
内

の
各
学
校
か
ら
約
１
８
０
０
名
の
保
護

者
・
教
職
員
な
ど
教
育
関
係
者
が
集
ま

り
開
催
さ
れ
、
高
Ｐ
連
か
ら
は
６
３
６

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
ず
県
Ｐ
連
の

神
田
会
長
が
「
地
域
社
会
と
の
繋
が
り

の
希
薄
化
な
ど
近
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
が
、

学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
が
協
力
し
て
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
応
援
し
て
い
く
姿

は
ど
ん
な
時
代
に
な
っ
て
も
変
わ
っ
て

は
な
ら
な
い
」
と
の
開
会
挨
拶
に
始
ま

り
、
来
賓
祝
辞
で
菊
池
副
知
事
か
ら
は

「
全
英
女
子
ゴ
ル
フ
で
優
勝
し
た
渋
野

選
手
を
育
て
た
の
は
岡
山
の
家
庭
・
学

校
・
地
域
の
教
育
力
の
賜
で
あ
る
」
と

紹
介
さ
れ
、
ま
た
蓮
岡
県
議
会
議
長
か

ら
は
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
希
薄
化

し
て
お
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
学
校
と
家
庭
の
架

け
橋
と
し
て
期
待
が
大
き
い
」
と
、
鍵

岡
山
県
幼
小
中
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

連
絡
協
議
会　
第
38
回
研
修
大
会

〔県立総社南高校　活動発表〕
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なんと、保護者の皆さん！

ご自身のスマホは、すでに子どものスマホの利用
時間をコントロールできる状態になってますよ。

知ってますか？

あんしんフィルター
for（企業名・ブランド名）

＜子どもにスマホを持たせるのは、保護者の責任において＞
①１８歳未満が使用者である旨を申し出ましょう。
②フィルタリングの説明を受けましょう。
③フィルタリングを使えるようにしてもらいましょう。

〇フィルタリングサービスを積極的に活用して、我が子を守りましょう。
〇子どもの状況を把握するために、ペアレンタルコントロールの設定をしま
しょう。

〇家庭で利用のルール（利用時間、利用目的、利用する場所など）を決め、
マナーについても話し合いましょう。

〇インターネット等の危険性について、家族でしっかり話し合いましょう。

スマホ購入時に販売店の窓口では、必

ずフィルタリングサービスにつ
いて説明があります。その中に、利用時

間の制限、アプリの制限等のペアレン
タルコントロールが含まれています。

皆さんぜひ窓口で、「利用時間（設定
してもらいたい内容）の設定をお願
いします。」と一声おかけください。

iPhone/ｉPadの
「設定＞スクリーンタイム」
から設定できます。

iPhoneをお使いの方はこちら

docomo au Y!mobilesoftbank UQmobile

＜問い合わせ先＞
岡山県教育庁義務教育課
生徒指導推進室
℡ ０８６－２２６－７５８９

あんしんフィルターの各社情報はこちら ©岡山県「ももっち」

OKAYAMAスマホサミット
公式キャラクター「スマ太郎」

県教育委員会からのお知らせ
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